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１　東京都中央卸売市場（平成25年１～7月計）の青果物取扱高について

入荷量

金  額

単位：ｔ，百万円，％

１～7月計 年間計 年間比 １～7月計 年間計 年間比 １～7月計 年間計 年間比

　H25 1,149,011 135,261 ←シェア（11.8％） 147,154 ←シェア（12.8％）

　H24 1,133,151 2,045,526 55.4 131,473 223,562 58.8 150,041 228,981 65.5

　前年比 (101) (103) (98)

　平年値※ 1,153,299 2,065,617 55.8 135,944 232,431 58.5 154,662 237,615 65.1

　平年比 (100) (99) 　シェア（11.8％） (95) 　シェア（13.4％）

　H25 288,075 29,776 ←シェア（10.3％） 26,292 ←シェア（ 9.1％）

　H24 302,083 511,249 59.1 29,896 47,837 62.5 28,690 43,230 66.4

　前年比 (95) (100) (92)

　平年値※ 294,615 508,736 57.9 31,553 51,392 61.4 27,920 43,006 64.9

　平年比 (98) (94) 　シェア（10.7％） (94) 　シェア（9.5％）

※平年値は平成19,20,21,22,24年の5ヵ年平均です。 【参考】
平成24年実績
１～１２月計

【参考】7月のみ

単位：ｔ，百万円，％

野菜＋果物 野菜 果物 野菜＋果物 野菜 果物 野菜＋果物 野菜 果物

　H25 166,572 127,083 39,489 17,767 15,477 2,289 15,218 10,563 4,656

　H24 162,041 123,364 38,677 18,391 15,341 3,051 15,015 10,039 4,975

　(前年比) (103) (103) (102) (97) (101) (75) (101) (105) (94)

　平年値※ 167,682 125,628 42,053 18,083 15,275 2,809 14,459 9,630 4,829

　(平年比) (99) (101) (94) (98) (101) (82) (105) (110) (96)

　H25 46,118 31,834 14,284 5,019 4,507 512 3,609 2,571 1,039

　H24 39,855 26,744 13,111 4,002 3,442 560 3,149 2,240 909

　(前年比) (116) (119) (109) (125) (131) (91) (115) (115) (114)

　平年値※ 41,771 27,726 14,045 4,338 3,798 539 3,169 2,264 906

　(平年比) (110) (115) (102) (116) (119) (95) (114) (114) (115)

茨城県農産物販売推進東京本部情報

市場全体の入荷量は、７月が平年比99％と平年並だったため、１～７月計は６月までと変わらず平年
比100％となった。茨城産は７月の果実の入荷量が平年比82％と少なかったため１～７月計は平年比
99％（６月まで100％）に減、千葉産は７月の野菜入荷量が平年比110％と多く、１～７月計は平年比
95％（６月まで94％）に増加した。

野菜、果実とも７月の価格が高かったことから、市場全体の取扱金額は平年比98％（６月まで96%）と増
加した。茨城産も平年の94％（６月まで91%）まで戻した。シェアは10.3％（６月まで10.2%）に伸びたが、
平年の10.7％にはおよばない状況。千葉産の取扱金額シェアは9.1％(先月まで9.4%)に縮小し、茨城
県が差を広げた。

市場計 茨城 千葉

数
量

金
額

数
量

金
額

 茨城県　：　金額シェア（9.4％）　，　数量シェア（10.9％）
 千葉県　：　金額シェア（8.5％）　，　数量シェア（11.2％）

・７月の青果物の入荷量は、全体では平年比99％、茨城98％、千葉105％と平年並から若干少ない状況だった
が、旬別に見ると、関東は高温、干ばつによる前進化傾向、東北は長雨、日照不足による遅延傾向で、６月下旬
から７月上旬に入荷の谷間ができ、ピーマン、コマツナ、キャベツ等が高騰した。
・このため、市場全体の７月上旬の野菜平均価格は平年比121％と高く、中旬は113％、下旬は106％と下旬にな
り落ち着いてきた。果実平均価格は上旬平年比112、中旬102、下旬109％だった。
・７月の取扱金額は、前年比では市場全体で116％、茨城は125％、千葉は115％、平年比も全体で110％、茨城
116％、千葉114％と、いずれも高かった。

7月
市場計 茨城 千葉



２　東京都中央卸売市場（平成25年7月単月）の茨城産青果物主要品目の取扱高 ※平年値は平成19,20,21,22,24年の5ヵ年平均です。

前年比％ 平年比％ 前年比％ 平年比％
平年比％
（全国）

前年比％ 平年比％

2,653 99.4 103.1 354 131.1 114.9 115.2 938,689 130.5 118.4

1,234 91.1 87.3 391 188.0 161.6 155.6 481,971 170.8 140.6

1,882 93.6 101.1 203 97.6 105.2 104.0 381,886 91.5 106.3

506 142.4 218.8 484 103.4 116.6 115.6 244,621 147.2 255.5

706 74.8 80.5 327 123.4 122.9 129.3 230,688 92.0 98.8

534 89.6 97.7 410 209.2 122.8 123.3 219,182 187.3 120.0

258 168.1 143.3 623 73.7 71.8 74.0 160,819 124.0 103.1

15,477 100.9 101.3 291 129.9 116.9 113.1 4,506,886 130.9 118.7

961 63.1 74.1 248 118.8 116.3 111.3 238,202 75.0 86.4

669 91.3 82.0 141 125.9 112.8 107.8 94,364 114.8 92.5

2,289 75.0 81.5 224 122.4 117.3 92.3 511,828 91.5 94.9

・ねぎ

・ピーマン

・とうもろこし

・ミニトマト

・トマト

・みずな
・れんこん

・メロン類

・スイカ
※日本なし類 高温のため出荷が早まっており、茨城産の７月の入荷量は前年比161.8％、千葉は前年比635.5％、市場全体では141.3％と非常に多かった。

　野菜類の入荷量は1万5千トン（前年比100.9％，平年比101.3％），単価は291円/kg（前年比129.9％，平年比116.9％）。
  果実類の入荷量は2千トン（前年比75.0％，平年比81.5％），単価は224円/kg（前年比122.4％，平年比117.3％）。

品目
数量 t 単価 円／㎏ 金額 千円

野菜類計

野菜

ねぎ

ピーマン

とうもろこし

ミニトマト

トマト

みずな

れんこん

メロン類

スイカ（大玉）

果実類計

好天により出荷が前進傾向で、茨城産の７月の入荷量は前年比63.1％と少なかった。市場全体の入荷量は84.8％。茨城産の価格は前年比118.8％
と高かったが、量が少ないことから金額は前年比75.0％だった。

茨城産の入荷量は前年比91.3％と若干少なかった。価格は前年比125.9％と高く、金額は前年比114.8％となった。

茨城産の入荷量は前年比99.4％、市場全体も99.0％だったが、主力の関東産の肥大が悪く、L、２Lは不足していた。また、中国から237ｔ（前年比
120.9％）の入荷があった。価格は茨城産で前年比131.1％と高く、茨城産の金額は前年比130.5％となった。

例年７割のシェアをもつ茨城産の入荷量が前年比91.1％と少なく、市場全体は前年比94.7％と減少。茨城に次いで入荷の多い岩手産も90.7％と少な
かった。価格は高く、茨城産で前年比188.0％、平年比で161.6％となり、金額は前年比170.8％、平年比140.6％と高くなった。

茨城産の入荷量は前年比93.6％、市場全体は102.9％だった。茨城産は上旬に出荷が多く、価格が中旬から下がり、前年比97.6％。金額は前年比
91.5％となった。

茨城産の入荷量は増えており前年比142.4％、平年比だと218.8％、市場全体では前年比112.0％で、7月は茨城産の入荷量が最も多かった（茨城産
506ｔ、次いで福島産は220ｔ）。価格は前年比103.4％、金額は数量が多かったため前年比147.2％となった。

茨城産入荷量は前年比74.8％と少なかった。市場全体の入荷量は前年比92.0％で、青森、北海道産が主力の時期である。価格は高く、茨城産は前
年比123.4％、金額は前年比92.0％だった。

茨城産の入荷量は89.6％と少なく、価格は前年比209.2％と高かった。価格が高かったため金額は前年比187.3％となった。
茨城産の入荷量は前年比168.1％と多く、１月から７月まで入荷量が前年、平年を上回る状況が続いている。価格は前年比73.7％と低かったが、数量
が多いため金額としては前年比124.0％、平年比103.1％となった。


